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区分

大津圏域

湖南圏域

甲賀圏域

東近江圏域

湖東圏域

湖北圏域

湖西圏域

全県域

全国（概算）

総人口（６５歳以上）

３４５，０４２人（９３，４８５人）

３５２，１８１人（７６，９４５人）

１４０，３７９人（３９，６８３人）

２２３，７９８人（６３，２８６人）

１５２，９５９人（３９，９４１人）

１４６，４８４人（４３，４２３人）

４４，４０２人（１６，５９０人）

１，４０５，２４５人（３７３，３５３人）

１２，４０９万人（３，６２０万人）

構成
市町数

１市

４市

２市

２市２町

１市４町

２市

１市

１３市６町

（令和６年（２０２４年）１月１日現在）

高齢化率

２７．８％

２２．５％

２８．１％

２８．３％

２６．９％

２９．８％

３７．２％

２７．２％

２９．２％

２０４０年
高齢化率
推計

３５．４％

２８．８％

３５．４％

３４．４％

３３．４％

３６．８％

４６．１％

３３．７％

二次保健医療圏と高齢化率

＊75歳以上人口；２０２，９１４人 割合；１４．８％
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国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」
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575歳以上人口の将来推計
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685歳以上人口の将来推計
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医療介護ニーズの高い高齢者が
1.5～3.5倍以上になる



滋賀県における要介護度別認定者数
10年間で約15,000人増え、今後も増加！！
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出典：滋賀県健康医療福祉部医療福祉推進課

（ ）第１号被保険者
における認定率(％)



圏域別要介護認定者数の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

令和2年
(2020年）

令和7年
(2025年）

令和12年
(2030年)

令和17年
(2035年)

令和22年
(2040年)

［
単
位
：
人
］

＊2025年以降は、第1号認定率20.6％を用いた推計
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単身高齢世帯の推移

出典：国立社会保障・人口問題研究所調べ

単身高齢世帯の推移（世帯主65歳以上世帯数の推移）
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〇 多死社会の到来・・・
1973年の老人医療費支給制度による老人医療費の無料化、医療技術の高度化により生命をできるだけ維持するこ
とを念頭に置いた延命治療が可能となったことなどを背景に、病院で死亡する者の割合は年々増加し、1981年に自宅
で死亡する者の割合を上回った。
その後、2007年の81.1％をピークに緩やかに減少し、新型コロナウイルスの流行を機に自宅での死亡が急激に増加
し、2022年には病院での死亡は67.6％となった。
しかし、年間の死亡者数は、2012年の12,221人/年から2022年には15,043人/年と、10年間で約3000人増加しており、
高齢者の増加に伴い、今後もさらなる増加が見込まれている。

出典：「人口動態統計」（厚生労働省）

自宅で死亡する者の割合

医療機関で死亡する者の割合

医療機関における死亡割合の年次推移(滋賀県)

R4 67.6％

R4 18.3％

※希望については、令和4年度県民意識調査

医療機関における死亡割合の年次推移(滋賀県)



滋賀県民の看取り 理想と現実のギャップ

人生の最期をどこで迎えたいか？

(左グラフ) 滋賀の医療福祉に関する県民意識調査(令和4年度）
(右グラフ） 令和4年滋賀県死亡数(場所別）厚生労働省人口動態統計を元に作成

滋賀県民の看取り 理想と現実のギャップ
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県民の約4割が「自宅での最期」を
望んでいるが、
約７割が「病院」で亡くなっています
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令和5年人口動態統計より作成

死亡場所の推移

病院での死亡の割合
2000年76.3％ → 2023年68.7％

老人ホームでの
死亡の割合

2000年1.3％
→ 2023年9.3％自宅での死亡の割合 2000年18.9％ → 2023年16.8％
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R4（2022） R11（2029）

1.25倍

1.27倍

1.18倍

1.16倍

1.16倍
1.11倍

1.10倍

県全体
R4  （2022）年 7251.67人/日
R11（2029）年 8740.44人/日

対 2022年比率 1.21倍

厚生労働省：2029年の介護施設、在宅医療等の追加的需要の機械的試算（患者住所地ベース）に基づき試算

人/日

2029年に向けた訪問診療の需要推計
訪問診療の需要は、2022年から2029年には1.21倍
増加する推計



大津 草津 甲賀 東近江 彦根 長浜 高島 滋賀県

老人ホーム 7.4 8.1 8.3 7.7 11.2 13.2 8.8 9.3
介護医療院 1.5 2.5 0.5 1.2 2.1 0.6 1.6 1.2
老人保健施設 1.0 0.8 1.0 1.6 2.2 3.8 5.7 2.2
自宅 21.8 18.3 18.4 16.4 12.4 21.1 14.7 16.8
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※ （ ）内：人数

R５年 在宅（自宅、老人保健施設、介護医療院、老人ホーム）死亡状況

令和5年人口動態統計より作成



将来、病院での看取りは難しくなる

2022
(R4)

2025
(R7)

2030
(R12)

2035
(R17)

2040 
(R22）

死亡数 15,043 15,600 16,800 17,400 17,600
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20,000約１．１６倍
死亡数

病院・診療所での死亡数
（R4 10,192人

病院等以外での死亡（R4) 4,851人
うち 自宅死（R4） 1,350人

病院等以外での
看取りが必要
約7,400人

約１．５倍

死亡数

自宅死等 増加

※R4は厚生労働省「人口動態調査による」
※令和7年以降は国立社会保障・人口問題研究所が発行する人口問題研究（第76巻第1号 2020年）より滋賀県により試算

大切なのは、看取りの場所よりも、
本人の安心のためにみんなで支えていこうという

プロセス！と環境づくり！

・ 今後、病床数の増加は見込めないことから、死亡者数が年々増える中にあっては、
病院以外での看取りを必要とする人が自ずと増加する。 （2035年には2019年の約2.5倍になると見込まれる。）



医療・介護保険の在宅医療関連ｻｰﾋﾞｽ利用実人数
～ 経年変化 ～

７
国民健康保険団体連合会提供資料より作成

（人）

訪問診療 訪問歯科 訪問薬剤 訪問栄養
訪問歯科衛

生
訪問看護 訪問リハ

H30 9,918 6,765 3,773 60 4,076 11,184 3,905
R1 10,178 7,323 4,295 64 4,354 12,071 4,088
R2 11,113 6,971 5,064 98 4,389 12,871 4,551
R3 11,801 7,861 5,781 195 5,036 13,768 4,842
R4 12,438 8,205 6,752 212 5,634 14,706 5,194
R5 12,776 9,195 7,463 246 6,463 15,472 5,614
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在宅医療関連サービス利用者数は年々増加



滋賀県における在宅医療の目指す姿

県内のどこに住んでいても、住み慣れた地域や望む環境で、自分らしい暮らしを、人生
の最終段階まで安心して続け、本人の希望にそった最期を迎えることができる

※クオリティ・オブ・ライフ（ＱＯＬ）の維持・向上/クオリティ・オブ・デス（ＱＯＤ）の実現



みとりちゃん

HIROMI・W

人生楽しくイキイキ生ききる！

幸福の実

＊医療福祉＊地域＊行政

困っている人を見つける
『アンテナ』

思いやりの羽

医療福祉・在宅看取り啓発キャラクター


